
災害対策をして
安心・安全な町にしよう！



現状

災害対策が少ない

高齢者が多い



今の五ヶ瀬町の災害対策・・・

・災害が起こる前に、災害警戒本部や、
災害対策本部をすぐ、たちあげる。

・ハザードマップがある。



五ヶ瀬をこう変えたい！！

中学生や高校生が町を守る
災害が起こった時に町民全
体が協力する町
いつ災害が起こっても安心
な町



～熊本地震の実体験から～
熊本地震における課題と本県の対応方向（報告書）【概要版】

○避難者による自主的な避難所の運営が少
なかった。

○指定避難所運営に多くの市町村職員が投入
されたが、避難所対応で手一杯になり、他の
災害対応業務の実施に支障が生じた。

○福祉避難所の絶対数が不足しており、かつ
開設場所の周知や日常の防災訓練の実施が十
分ではなかった。



そのためには・・・
①町民全員で避難訓練を年に１回
行う
②町のイベントの際に災害コー
ナーを作る

③防災体験活動を行う。
(１日)



①避難訓練について



事例
仙台市立南吉成中学校

・中学生が主導となって、
行っている。

・町民も参加している。



仙台市立南吉成中学校の避難訓練の様子

（南吉成中HPより引用）



実は・・・

五ヶ瀬町では、避難
訓練を年に１回行って
います。



だけど、参加している人数は・・・

９３名 １７９名
（Ｒ元年度９区地区避難訓練）



炊き出しの様子

心肺蘇生の様子

（五ヶ瀬町役場資料より）



岩手県釜石東中学校

（釜石東中HPより引用）



私の考える避難訓練は・・・

・休日に町民全員で行う。

・避難する際に、近くの災害弱者と一緒
に避難所まで行く。



・避難が終わったら、避難したとこ
ろで中学生や、役場の方が災害につ
いて話したり、簡易トイレなどを
作って見せる。

・避難所でどこにどのような方をお
くかを考える。(トイレの場所や、動
物を飼っている方の場所など)



得られる効果
・避難訓練を行うことでど
こに、どんな方が住んでい
るかなどの把握ができる
・実際起こった時に避難所
ですぐに行動することがで
きる



避難訓練の順序
チラシやポスターを配ったり、お店に

張ったりする

2週間前から無線で流す

避難訓練を実施する

避難訓練の様子をホームページに載せる



②イベントでの災害
コーナーについて



（一般社団法人防災安全協会HPより引用）



防災ビンゴゲーム

オリジナル防災マップ
作り

（一般社団法人防災安全協会HPより引用）



(災害食グランプリ)

（アルファフーズ株式会社より引用）

（一般社団法人防災安全
協会HPより引用）



レンタル料金(１日) 景品 スタッフ 備考

(1)起震車 ￥300,000 2名

(2)災害食グラン
プリ

￥150,000～ 試食500食 ※ 食器類含む

(3)防災ビンゴ
ゲーム

￥80,000 100名分 1名 1日2回（先着50名
景品付）

(4)防災紙芝居 ￥111,111 防災食
１日2回～3回ス
テージ

(5)防災マイマッ
プ作り教室

￥120,000～ 地図持帰り 2名 防災士含む

(6)防災科学
ショー

￥111,111
１日2回ステージ、
内容でご相談

（一般社団法人防災安全協会HPより引用）



私の考えるイベント‼
福祉祭りや五ヶ瀬祭りの際に中学生がボ
ランティアで行う。(五ヶ瀬中等教育学校
の中学生＆五ヶ瀬中の生徒)

災害に対するクイズや、映像を流す。

簡易トイレを実際に作って見せる。



③ 防災体験活動を行う。
(１日)





体験活動の流れ
(場所が五ヶ瀬中学校の場合)



時間 場所 参加者 防災士・奉仕団 準備物

8:00～ 教室 一日の流れをだいたい
把握する

一日の流れの
説明

9:00～ 図書室 講話を受ける 講話

10:00～11:50 運動場
雨天時は体育館前

かまど作り
食器作り
食事作り
スウェーデントーチ作り

・蒸しパン
・サバ缶
・蒸し野菜
・ご飯作り

防災士：調理補助
奉仕団：調理の手本

ブロック
アルミホイル

新聞紙
ダンボール
米 野菜 鍋
お玉
ハイゼックスシート

棒 丸太
パンの素

12:00～12:50 運動場
雨天時は体育館

昼食 昼食

13:00～13:30 運動場 片づけ 片づけ

13:40～14:40 植林活動 木の苗

15:00 運動場 解散 解散



植林活動について



へ

平成２９年度
波帰土砂災害

（五ヶ瀬町役場資料より）



根拠 (株式会社アイワより引用



広葉樹
桜

ブナ

（Walker+より引用） （Wikipediaより引用）



得られる効果
・災害が起こった時にすぐ
に対応できる。
・中学生や高校生が町を守
ることができる。
・地域の人とのコミュニ
ケーションがとれる。


